
主 催 ・ お 問 い 合 わ せ T E L 052-221-1438
F A X 052-204-1268
E - mail   jigyo-ark@airouki.or.jp 

公益社団法人

愛 知 労 働 基 準 協 会愛知労働基準協会

愛知労働基準協会

名古屋市中区栄2-9-26 ポーラ名古屋ビル9F

地下鉄東山線・鶴舞線「伏見駅」下車5番出口

徒歩2分

（9階研修室）

【お申込み】

愛知労働基準協会ホームページ

（https://www.airouki.or.jp/training/）、

または右の二次元コードからお申込みください。

※アーカイブ配信はございません。

※視聴専用のため（質疑応答）はご利用いただけません。

※参加前にZoomのご準備をお願いします。

LIVE配信

Zoomウェビナー

定 員

1,000名

次 第 2026年度 労災保険実務講座

労災保険申請に係る実務対応 13：2０～１６：３０ （190分）講 座

13：00～13：05 オリエンテーション（5分）

13：05～13：20 愛知労働局 挨拶 （15分）

愛知労働局労働基準部労災補償課 担当官

３ 第三者行為災害における事務処理と考え方
（１）第三者行為災害とは
（２）労災保険と損害賠償の関連
（３）交通事故における「労災保険」と「自賠先行」について

４ 最近における労災保険行政の動向
（１）労災保険法改正について

定 員

100名
会場参加お申込み ＷＥＢ参加お申込み

2026

11 ●30 月

13:00 - 16:30
会場受付 12：30～

申込締切：11/26(木)まで

2026  年度

労災保険実務講座

会 場 参 加 W E B 参 加

労災保険に関する実務は、制度の正確な理解と運用が求められます。
本講座では、元厚生労働事務官である高橋健氏を講師に迎え、業務災害・通勤災害の認定基準の把握から、
給付請求書の適正な作成、第三者行為災害への対応に至るまで、実務で押さえるべき重要点をわかりやすく
解説します。
労災申請の実務ご担当者をはじめ、人事労務管理にたずさわる皆さまはぜひこの機会にご参加ください。

１ 業務災害・通勤災害の認定の考え方
（１）認定・不認定のポイントとは

２ 労災給付請求書を作成・提出する際の留意点
（療養・休業を中心に）

（１）療養（補償）等給付
（２）休業（補償）等給付 ①平均賃金算定内訳の記入

②部分算定日について
③複数事業労働者の場合

（３）その他

元 厚 生 労 働 事 務 官
特 定 社 会 保 険 労 務 士代 表

たかはし社会保険労務士事務所

高 橋 健 氏

講 師



製造業における墜落・転落災害防止のポイント

共催:(公社)愛知労働基準協会/愛知健康安全交流会

日時 2026年 12月15日(火) 13:30～16:45

～災害事例から学ぶ！現場で活かす安全対策～

Ⅳ 個別相談  

Ⅱ 特別セッション

受講方法・お申込みは裏面へ

岡谷鋼機名古屋公会堂4F

・事前予約優先
申込方法は裏面へ

・希望者のみ
・１回のご相談は
最大10分まで

【３M】

  フルハーネス・ランヤードの正しい装着・使用方法と誤使用のリスク

【谷澤製作所】

  安全を守るフルハーネスの選び方と点検のポイント－使用前点検から交換の目安まで－

【藤井電工】

  墜落災害を防ぐための墜落防止システムの活用(仮設・常設)

【ラキール】

  アニメーションで学ぶ墜落・転落災害(仮題)

Ⅲ 展示・デモコーナー

特別セッションの会社様が、フルハーネスや墜落制止用器具、最新の安全対策製品を一堂に展示。

実機を『見て・触れて・体験できる』デモコーナーを設置します。（主な展示内容は裏面に記載）

会場

相談内容 担当 相談時間

安全に関するご相談
中災防 中部安全衛生サービス

センター    安全管理士
12時00分～16時45分

Ⅰ 災害事例から学ぶ 墜落・転落災害の実践ポイント

中央労働災害防止協会 中部安全衛生サービスセンター
参事 安全衛生管理士  牧野 宏俊 氏

内容

会場

(1)製造業における墜落・転落災害の現状

(2)災害事例から学ぶ事故の原因

(3)脚立・踏台・作業台の安全な使用方法

(4)フルハーネス型墜落制止器具の必要性

講師 

(5)フルハーネス着用時の留意事項

(6)作業前点検・日常点検のポイント

(7)中小企業でも実践できる墜落・転落

災害防止対策

「いつもの作業」に潜む墜落・転落の危険を見逃していませんか？

災害事例から学ぶ防止対策に加え、メーカーによる実演や最新製品の展示・紹介、専門家による相談コーナー

も設置します。見て・聞いて・相談できる、現場で活かせる実践型セミナーです。ぜひ、ご参加ください。

会場

WEB

会場 WEB

墜落・転落防止に向けた器具や教材の最新情報を代表4社様から解説します。

職場の安全に関するちょっとした疑問でも、
お気軽にご相談ください。



受 講 方 法

会場受講 岡谷鋼機名古屋公会堂
４Fホール
名古屋市昭和区鶴舞１丁目１番３号

WEB受講 Zoomウェビナー使用

参  加  費

会場受講・WEB受講とも無料

 お 申 し 込 み

会場受講用 WEB受講用

お申込みはWEBでお願いします。
下記QRコード、または当協会HPよりお申し込み

ください。  個別相談については下記参照」

定員200名

カリキュラム

Ⅲ 展示・デモコーナーの主な内容

公益社団法人愛知労働基準協会

申込期限 12月8日(火)

※

・お申込み後に当協会から返信メールを送信します。

万一、数日経っても返信メールが届かない場合は、

事務局までご連絡ください。

・会場参加の方は当協会からの返信メールに記載の

受付番号を受付時にご提示ください。

お問い合わせ

TEL 052ｰ221ｰ1439 E-mail jigyo-ark@airouki.or.jp

個別相談

３M/谷沢製作所/藤井電工/ラキール （４社予定）
ご見学時間： 開始前(12:０0～13:３0)休憩時間

本セミナーのお申込時にWEBフォームから個別相談をお選びください。

事前予約優先、時間指定不可、相談時間は後日事務局から連絡します。

なお、相談中は講義を受講できませんのでご注意ください。

※WEB受講の方は、Ⅰ災害事例から学ぶ 墜落・転落災害の
実践ポイント、Ⅱ 特別セッションのみ視聴できます。
Ⅲ、Ⅳのプログラムは視聴できません。

谷沢製作所

時間 内容

12:00～13:30 Ⅲ 展示・デモ見学/Ⅳ 個別相談  ※開始前・自由見学

13:30～13:35 オリエンテーション

13:35～15:05 Ⅰ墜落・転落災害防止のポイント〈講演〉

15:05～15:25 休憩・Ⅲ 展示見学/Ⅳ 個別相談

15:25～16:45 Ⅱ最新の墜落・転落災害防止対策〈特別セッション〉

藤井電工



外国人材受入れに関する
制度と実務対応セミナー

主 催 ・ お 問 い 合 わ せ T E L 052-221-1438
F A X 052-204-1268
e-mail jigyo-ark@airouki.or.jp 

公益社団法人

愛 知 労 働 基 準 協 会愛知労働基準協会

ウ イ ン ク あ い ち
（愛知県産業労働センター）

※アーカイブ配信はございません。

※視聴専用のため（質疑応答）はご利用いただけません。

※参加前にZoomのご準備をお願いします。

LIVE配信

Zoomウェビナー

定 員

1,000名

定 員

７0名

名古屋市中村区名駅4丁目4-38

(JR･地下鉄･名鉄･近鉄)名古屋駅より

・ユニモール地下街 5番出口から：徒歩2分
・名駅地下街サンロードから：ミッドランドスクエア、
マルケイ観光ビル、名古屋クロスコートタワーを経由 徒歩8分

1202会議室

会場参加お申込み ＷＥＢ参加お申込み

「外国人の受入れ・秩序ある共生のための総合的対応策」

１．出入国・在留管理等の適正化について

２．秩序ある共生社会の実現に向けた受入れ環境整備

12 . 8
13:30-16:15

火

2026

会場受付 １３：００～

名古屋出入国在留管理局 在留支援部門 担当官

「〔予定〕分野別運用方針等（育成就労産業分野の設定等）」

1．外国人雇用管理指針改正（概要）について

2．分野別運用方針等（育成就労産業分野の設定等）

3．育成就労制度運用要領のポイント

JITCO (公財)国際人材協力機構 名古屋駐在事務所長 尾関 伸浩 氏

会 場 参 加 W E B 参 加

申込締切：12/6(日)まで

【お申込み】愛知労働基準協会ホームページ（https://www.airouki.or.jp/training/）、または上の二次元コードからお申込みください。

第 1 部

13：35
～

15：05
（90分）

第 2 部

15：15
～

16：15
（60分）

〜2027年4月1日育成就労制度施行を踏まえて〜採用Ver 採用Ver
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